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The Tono Geoscience Center (TGC) of Japan Atomic Energy Agency (JAEA) has been conducting a 

geoscientific studies in order to establish a scientific and technological basis for the geological disposal of 

HLW. Information and Opinion Exchange Conference on Geoscientific Study has been held by TGC 

annually. The conference provides technical information and an opportunity for peer review and exchange 

of opinions on the geoscientific studies conducted at TGC. Research specialists and engineers from 

Japanese universities, research organizations and private companies usually participate the conference. This 

document compiles research presentations, posters of the conference on October 27th, 2009 at Mizunami. 
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独立行政法人日本原子力研究開発機構 

東濃地科学センター 施設建設課 

見掛 信一郎 

 

日本原子力研究開発機構（原子力機構）は，高レベル放射性廃棄物の地層処分研究開発の基盤とな

る深地層の科学的研究を行う研究施設として，岐阜県瑞浪市と北海道幌延町において深地層の研究施

設を建設中である。このうち，岐阜県瑞浪市で建設を進めている瑞浪超深地層研究所では，結晶質岩

（花崗岩）を主な対象として研究を行っている 1)。 

超深地層研究所計画では，「地表からの調査予測研究段階」，「研究坑道の掘削を伴う研究段階」，

「研究坑道を利用した研究段階」の三つに分けて調査研究が実施される。調査研究は，①「深部地質環

境の調査・解析・評価技術の基盤の整備」および②「深地層における工学技術の基盤の整備」の二つを

全体目標としている。その成果は，高レベル放射性廃棄物の処分事業や安全規制の基盤的な技術や情

報として活用されることを念頭においている。本報告では，瑞浪超深地層研究所の建設状況について概

要を述べる。 

 

瑞浪超深地層研究所では，2 本の立坑（主立坑：内径 6.5m，換気立坑：内径 4.5m）と複数の水平坑道

からなる研究坑道の掘削工事を行っている。研究所用地周辺の地質は基盤岩として土岐花崗岩が分布

し，その上位を堆積岩が覆っている。花崗岩と堆積岩の不整合面は研究坑道掘削地点で深度約 170m

である。 

掘削は，2009 年 9 月 10 日現在で，主立坑と換気立坑ともに深度 400.2m まで到達している。深度 100m，

200m，300m には，主立坑と換気立坑を連絡する水平坑道（「予備ステージ」）を設置した。深度 200m に

は，「予備ステージ」と反対側にボーリング調査を実施するための水平坑道（「ボーリング横坑」，主立坑側

および換気立坑側各 1 箇所）を設置した。深度 300m には，「ボーリング横坑」（換気立坑側１箇所）と，調

査研究を行うための水平坑道（「研究アクセス坑道」，主立坑中心から北側に坑道延長約 100m）を設置し

た。 

 

研究坑道の掘削において，掘削に伴い発生する湧水については，地上からのボーリング調査や地下

水流動解析により湧水量の予測を行い，さらに坑道掘削に先立ちボーリング調査を行うことにより，坑道

掘削範囲の地質や地下水状況を把握したうえで坑道掘削を進めている。湧水の水質については，ふっ

素およびほう素が環境基準を超える濃度で含まれていることから，岐阜県および瑞浪市と原子力機構の

間で締結している「瑞浪超深地層研究所に係る環境保全協定」にもとづき放流先河川における環境基準

に適合する濃度に低減させる処理を継続している。 

こうした経験にもとづき，研究坑道の掘削を効率的に進め，湧水の合理的な処理を継続して行う観点
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